











 井 浩 嗣

本田幸介は, 朝鮮の京畿道・水原に設置された朝鮮総督府勧業模範場の初代場長を






誌記事を広く調査・収集・整理することによって, [表－] [表－] の目録を作成
することにした｡ 以下では, これらの目録を参照するための前提として, 本田幸介の
経歴や朝鮮農政との関わりなどについて概観しておくことにしたい)｡
――
) 一記者 ｢朝鮮農界の恩人本田博士を偲びて｣ (『朝鮮農会報』 第巻号, 年月)頁｡
) これまで先行研究で取り上げられたことがあるのは, わずかに高橋昇と久間健一の二人だけであ
る｡
まず高橋昇は, 勧業模範場西鮮支場 (黄海道・沙里院) の支場長を務めた人物である｡ 高橋昇
に関する研究・資料類としては以下のものがある｡ 高橋昇著, 飯沼二郎・高橋甲四郎・宮嶋博史
編集 『朝鮮半島の農法と農民』 (未来社, 年月), 徳永光俊・高光敏・高橋甲四郎編 『写
真でみる 朝鮮半島の農法と農民―元朝鮮農試・高橋昇写真集』 (未来社, 年月), 高橋
昇著, 新納豊・高橋甲四郎編 『朝鮮の犂』 (日本経済評論社, 年月), 河田宏 『朝鮮全土
を歩いた日本人―農学者・高橋昇の生涯』 (日本評論社, 	年月)｡ また, 農林省熱帯農業




た代表的人物として久間健一に言及している (飯沼二郎 『朝鮮総督府の米穀検査制度』 未来社,
年月, 	～頁)｡






県に生まれた｡ 名は野村幸熊であったが, ほどなくして本田仲次郎の養子となり, 名
も本田幸介と改めている｡ (明治) 年月に東京の駒場農学校農学科に入学,















て, 朝鮮半島全域にわたる大規模な農事調査である ｢韓国土地農産調査｣ を計画する
ことになった｡ 本田幸介は, 農務局長酒勾常明の下で古在由直 (農事試験場長) とな
らんでこの調査の計画・立案に指導的な役割を果たすことになる｡ さらにそれだけで
なく, 本田は自らも原 (東京帝国大学農科大学助教授), 鴨下松次郎 (農事試験場技
師)とともに以前満足な調査ができなかった朝鮮北部地方の現地調査に赴いた｡ 本田
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) 年月卒業の農学科同期には, 岡田鴻三郎, 吉川寛次郎, 陸原貞一郎, 伊地知徳之助, 岡
田眞一郎, 楠原正三, 知識四郎, 片田豊太郎, 舟木文次郎, 田原休之丞, 福家梅太郎, 松崎能,
橘彪四郎がいる｡ また同時期の農芸化学科卒業生には, 古在由直, 石井新太郎, 吉田彦松, 鴨下
松次郎, 早川元次郎がいる (『東京帝国大学卒業生氏名録』 東京帝国大学, 年月, ・	
頁)｡
	) 年・月に日本最初の農学博士となったのは次の名である｡ 沢野淳, 古在由直, 恒藤
規隆, 横井時敬, 玉利喜造, 本田幸介, 酒勾常明 (以上, 駒場農学校系統), 新渡戸稲造, 佐藤
昌介, 南鷹次郎 (以上, 札幌農学校系統) (三好信浩 『日本農業教育成立史の研究』 風間書房,

年月, 	頁)｡
) 本田幸介 ｢朝鮮を去るに臨んで｣ (『朝鮮農会報』 第巻号, 年月)頁｡ なお, 本







土地農産調査 平安道』 『同 黄海道』 『同
咸鏡道』 および 『重要作物分布概察図 黄











) 年月, 漢城に韓国統監府が設置された｡ 同年	月に着任した初代統監伊藤博文
は, 朝鮮農業の振興を韓国 (朝鮮) の根本課題の一つと認識し, 農政で指導的役割を
担う人物として本田幸介を招聘することにした｡ 彼が選ばれた理由について資料から




年月, 本田幸介は韓国 (朝鮮)に渡り, ただちに統監府勧業模範場長に就任
した｡ ただし, 彼の渡韓時点では勧業模範場は単に法令上設置されたに過ぎず, その






) 本田幸介前掲 ｢朝鮮を去るに臨んで｣ 	～頁｡

) 本田幸介 ｢韓国の牧畜｣ (『農事雑報』 第	号, 年月), [時重初熊] 『韓国牛疫其他獣疫
ニ関スル事項調査復命書』 (農商務省農務局, 年), 山脇圭吉 『日本帝国家畜伝染病予防史
明治篇』 (獣疫調査所, 	年	月), 三木栄 ｢朝鮮牛疫史考｣ (『朝鮮学報』 第	輯, 年
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) 年月, 新設された九州帝国大学農学部教授となり, 初代農学部長に就任した｡










) 本田幸介前掲 ｢朝鮮を去るに臨んで｣ ～頁｡
) 例えば, 『朝鮮の農業』 年度版の ｢第一章 総説｣ には次のように掲載されている｡ ｢一 気
候土質の適否に鑑み適所に適応作物を分布すること 二 在来作物の品種を改良すること 三
有利なる新作物を輸移入し栽培の普及を図ること 四 肥料の増施を図ること 五 水利灌漑の
設備を改善すること 六 未墾地の利用を増進すること 七 家畜家禽並に其の製品の改良増殖
を行ふこと 八 養蚕其の他の副業の奨励を行ふこと｣ (『朝鮮の農業』 朝鮮総督府農林局農政課,
年月, ～頁)｡
なお, 『朝鮮の農業』 の ｢総説｣ には, 次に挙げる農政実行の際の四大要綱も毎年掲載されて
いるが, これも本田幸介の作成とされている｡ ｢一 奨励事項の多岐に渉らざること 二 其の










｢古在先生という人は風呂の嫌いな人でね, 伯林に一緒にいた時なんか, 君, 浴
室に無理に閉ぢ込めなきゃはいらないんだからね, 不潔な人だよ｣ 古在先生はポ
ツリと ｢だけど君達, 僕は勉強したよ｡ この人ときたらちっちゃい男のくせに鼻
眼鏡を買ったり (会議室の先生の写真は鼻眼鏡である) 髪をテカテカ分けて見た
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) 伊藤寿刀 ｢本田幸介先生の事など｣ (『同窓会報』 第号, 九州大学農学部同窓会, 年
月)～頁｡ 『同窓会報』 には他にも水原農林専門学校から九州帝国大学農学部に入学した趙
伯顕氏の ｢昔を偲ぶ｣ という記事もある (『同窓会報』 第号, 九州大学農学部同窓会, 年
月)｡





う朝鮮植民地農政の ｢創業の時代｣ あるいは ｢第一期｣ に, その主軸となって活躍し
た農学者であった｡ ちなみに彼の後任には大工原銀太郎が, さらにその後任には加藤
茂苞と, 本田以降も朝鮮の勧業模範場長には日本内地の著名な農学者があいついで就







) 本田幸介前掲 ｢朝鮮を去るに臨んで｣ 頁｡
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④ 本田幸介編著 『製紙料植物叢説 楮樹 三椏』 年 (明治)











⑥ 本田幸介著 『特用作物論』 編輯兼発行人・大野正道, 年 (明治
)月
確認原本国立国会図書館
⑦ 本田幸介講述 『普通作物論』 東京・岡本活版所, 年 (明治
)月
確認原本東京農業大学・友田清彦所蔵
⑧ 本田幸介講述 『特用作物論』 発行兼編輯者・見山慶二郎, 年 (明治	)
月
年 (明治
) 発行 『特用作物論』 の再版｡
確認原本名古屋大学中央図書館
⑨ 本田幸介講述 『普通作物論』 発行兼編輯者・見山慶二郎, 年 (明治	)
月
年 (明治
) 発行 『普通作物論』 の再版｡
確認原本・熊本学園大学・筆者所蔵, 名古屋大学中央図書館
⑩ 本田幸介講述 『養鶏養蜂論』 東京・大日本実業学会, 発行年月不明
名古屋大学中央図書館所蔵本に年 (明治	)	月	日農科大学受入れ印あり｡
確認原本国立国会図書館, 名古屋大学中央図書館
⑪ 本田幸介先生講述 『特用作物論』 発行兼編輯者・中込茂作, 年 (明治	)月
年 (明治
) 発行 『特用作物論』 の	版｡
確認原本熊本学園大学・筆者所蔵, 名古屋大学中央図書館










⑭ 本田幸介先生講述 『養鶏学講義』 東京・平民書房, 年 (明治	)月
確認原本国立国会図書館, 名古屋大学中央図書館
⑮ 農商務省農務局編 『韓国土地農産調査報告 京畿道忠清道江原道』
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